
情報統括部 
東京都新宿区四谷本塩町 14-3 

TEL:03-5919-9343（直通） 

URL:https://www.tdb.co.jp 

2023/5/31 

1 ©TEIKOKU DATABANK, LTD. 

 

 

株式会社帝国データバンク 情報統括部長 藤井
ふ じ い

 俊
さとし

 

【問い合わせ先】 飯島
いいじま

 大介
だいすけ

  03-5919-9343（直通）daisuke.iijima@mail.tdb.co.jp 

情報統括部：tdb_jyoho@mail.tdb.co.jp 
当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用
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 2023 年の値上げは、原材料価格の落ち着きや低下により、一部の製品では価格引き下げの動き

も出始めるなど、原材料高を中心とした値上げ圧力は徐々に低下しつつある。一方で、賃上げ圧

力を背景とした人件費の上昇や、電気・ガス代といったエネルギー価格の上昇が新たなコストア

ップ要因として表面化している。23 年に電気代を要因として値上げした品目は 1800 品目に上り、

影響が顕在化してきた。 

 足元では、政府による支援策で電気代の上昇幅は比較的抑制されている。ただ、今夏以降の電

気料金引き上げによる影響次第では、「電気代」を要因とした価格転嫁が食品分野でも広く浸透し、

再度の値上げラッシュの引き金となる可能性がある。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

特別企画：「食品主要 195 社」価格改定動向調査 ― 傾向データ分析編 

食品値上げの理由、「電気代」増加 
7 月値上げは 2 割が「電気代」要因に 

 ― 累計約 5 万品目の値上げデータ分析 ― 

[注] 品目数および値上げは、各社発表に基づく。また、年内に複数回値上げを行った品目は、それぞれ別品目としてカウントした 
値上げ率は発表時点における最大値を採用した。なお、価格据え置き・内容量減による「実質値上げ」も対象に含む 

「電気代」上昇による値上げ割合 

tel:03-5919-9343
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主な値上げ食品

5月

830品目

3,575品目

6月

7月

３,485品目

サバ缶
各種缶詰

乳幼児用
粉ミルク

缶コーヒー パック牛乳

即席めん
スナック

チョコレート
わさび
からし

カレールー

食パン
菓子パン

パックごはん 蒸留酒 洋生菓子

2023年に
価格改定

37 ブランド

「電気代」が要因

7.1％ / 1,779品目

2023年に値上げした /
値上げ予定の

約2万5,000品目

[注] 5月31日調査時点

食品値上げ、電気代がじわり影響 7 月値上げの約 2 割が「電気代の上昇」要因に 

 食品メーカー各社による値上げのなかで、「電気代」の上昇が新たな値上げ圧力として台頭しつ

つあることが分かった。23年以降の国内の主要な食品や飲料メーカー195社・約 2万 5000品目の

値上げデータを基に分析したところ、全体の 7.1％・1779 品目で「電気・ガス代（電気代）の上

昇」が値上げの主な理由だったことが判明した。 

 2023年 2月以降、電気代の上昇を理由とした値上げの割合が高まり、5000品目を超えた 4月は

約 1 割を占めた。7 月には値上げが予定されている約 3400 品目のうち、2 割を超える 777 品目が

電気代の上昇を値上げの理由とした。年後半にかけて、値上げ理由に占める「電気代」の割合が高

まる可能性がある。 

 

 主な食品分野別にみると、電気代を理由とした値上げの割合が最も高いのは「パン」で、全約

1700 品目のうち約 4 割・718 品目で判明した。パン製品は、オーブンでの焼き上げや発酵を促す

ための温度管理など、製造工程の多くで電力を大量消費する食品分野の一つとなる。輸入小麦の

価格改定に伴う小麦粉価格の値上げに加え、バターなどの乳製品やイースト、砂糖、各種油脂製

品など原材料価格が大幅に引き上げられるなか、電気代の上昇分を経営努力で吸収できる余力に

乏しいことも要因とみられる。 

 「乳製品」「加工食品」ではそれぞれ 8～9％の品目で電気代の上昇が要因となった。特に乳製品

では、パック牛乳やチーズなど加工品製造過程のほか、原料乳を供給する酪農家でも電気代の上

昇が響き、88品目で電気代上昇による価格改定がみられた。「加工食品」は、ハム・ソーセージ製

品や豆腐製品、焼きのり製品など幅広い分野に影響が広がり、電気代上昇を理由とした値上げと

しては全分野で最も品目数が多い 911品目に上った。 

 

 

 

 

「電気代」を要因とした値上げ割合 2023年 5月以降の主な値上げ 


